
令和７年度 第１回 南部中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時   令和７年５月１６日（金） １３時４０分から１５時２０分まで 

２ 開 催 場 所   南部中学校 多目的室 

３ 出 席 委 員   清水 哲夫、大場 敬丘、栁川 樹一郎、長谷川 尚也、田口 博、 

蓑 悦子、土屋 善次郎、杉浦 秀典、鈴木 健吾 

４ 欠 席 委 員   今泉 竜 

５ 学   校  御手洗 実（校長）、都築 哲（教頭）、 

鈴木 健太（主幹）、深澤 由美子（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  牧野 知子（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 深澤 由美子 

９ 学校運営協議会則について 

教育委員会牧野より、浜松市学校運営協議会規則の説明および改定内容の確認をした。 

10 議長の選出 

委員から、田口委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項    

（１） 学校運営の基本方針について  

（２） いじめ防止等のための基本的な方針について 

（３） 夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について 

 

12 会 議 記 録   

委員総数９人の出席があり、過半数に達しているため会議が成立 

 

（１）学校運営の基本方針 令和７年度グランドデザインについて 

校長から昨年度承認された学校運営の基本方針に加え、「確かな学力・豊かな感性・たくまし

い心身」を皆で目指す方向として重点を置く旨が報告され、全員異議なくこれを承認した。 

 

説明に基づき委員から以下の発言があった。 

・ 問題は一人で抱え込まないように、専門家を入れて解決する方法も検討してほしい。 

（鈴木委員） 

・ グランドデザインに『希望のまなざしにつつまれて、子供たち、職員、保護者も「にこ

にこ」』とあります。この意味をしっかり捉えて良い環境に誘導してほしい。（清水委員） 

・ 『誰にも居場所のあるあたたかな学校』とあるように受け皿として広がりを期待します。 

また、今年度当初の学校の雰囲気を教えてください。（杉浦委員） 

⇒ ３年生は今年に入って授業に対する姿勢が上がりすごく頑張っています。１・２年生

は遅刻欠席も少なく反応も良いです。（御手洗校長） 

⇒ 部活でも子供たち一人一人が正しい判断ができていると変化を感じる。地域行事にも

以前より多くの人が前向きに参加してくれる。（柳川・長谷川委員） 



 
 

 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針について 

教頭から南部中学校いじめ防止基本方針について説明がされた。説明に基づき委員から以下の

発言後、全員異議なくこれを承認した。 

 

・ ほんの些細なことでもいじめとして取り上げますか？（鈴木・長谷川委員） 

⇒ 些細なことでもいじめとしています。問題を解決するために一緒に解決していく体制

をとっています。（都築教頭） 

・ 細かいことでも取り上げてもらえると、こんなこと相談していいのかなと思いとどまら

ずに言える。ちょっとのことでも誰かに言える環境を続けてほしい。（蓑委員） 

・ 個別の事例は別として、皆で注意できることは生徒に話し、大事にならないうちに未然

に防いでほしい。（清水・柳川委員） 

 

（３）夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について 

教頭から夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について説明がされた。説明に基づ

き委員から以下の発言後、全員異議なくこれを承認した。 

 

・ 必要なことを色々な面で検討し有効利用して下さい。（清水・柳川委員） 

 

その他報告事項 

 司会から、次回会議は、令和７年１１月２０日（木）午後１時４０分から多目的室で開催する

旨の報告があった。次回議長は田口委員にお願いすることで、本人を含め参加した委員全員の承

認を得た。 


